
（平成19年度）

54

〈  　　   〉

夫死亡前 現行の受給方法 新たな受給方法

老齢厚生年金
（10. 2）

老齢厚生年金
（3. 9）…（ア）

老齢厚生年金
（3. 9）…（ア）

遺族厚生年金
（7. 7）

遺族厚生年金
（3. 8）

7.7（イ）

老齢基礎年金 老齢基礎年金

3/4

老齢基礎年金 老齢基礎年金

夫死亡

【夫】 【妻】

　短期要件によ　　り支給要件を満たし、

◆配偶者の死亡による遺族厚生年金を受ける６５歳以上の方について
　老齢厚生（退職共済）年金を受ける権利を有する６５歳以上の方が、配偶者の死亡による遺族厚生
年金を受けるときは、次の（１）と（２）の額を比較し、高いほうの額が遺族厚生年金の額となります。
（１）上記の計算方法による額
（２）「上記の計算方法による額の３分の２」と「ご本人の老齢厚生（退職共済）年金（子の加給年金額
を除く。）の額の２分の１」を合計した額
※　平成１９年４月１日前に遺族厚生年金を受ける権利を有し、かつ、同日においてすでに６５歳以上
の方（昭和１７年４月１日以前生まれの方）は、（１）の額が遺族厚生年金の額となります。

◆中高齢の寡婦加算額について
　次のいずれかに該当する妻が受ける遺族厚生年金には、４０歳から６５歳になるまでの間、５９４，２００
円（年額）が加算されます。これを、中高齢の寡婦加算額といいます。
○夫が亡くなったとき、４０歳以上６５歳未満で、生計を同じくしている子がいない妻
○遺族厚生年金と遺族基礎年金を受けていた子のある妻（４０歳に達した当時、子がいるため遺族基
礎年金を受けていた妻に限る。）が、子が１８歳到達年度の末日に達した（障害の状態にある場合
は２０歳に達した）ため、遺族基礎年金を受給できなくなったとき。

（注）
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3　遺族基礎年金・遺族厚生年金




